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Abstract: In the present study, we investigated how taste stimuli applied to the anterior tongue surface and 
hypopharyngeal area affected swallowing behaviors in humans. Twenty-nine healthy volunteers were instructed 
to repeat swallowing as quickly as possible, and swallowing intervals between the fourth and ninth swallow were 
recorded. During the swallowing test, a taste stimulant was applied to either the oral or hypopharyngeal cavity. 
For pharyngeal stimulation, distilled water (DW) or 0.3 M NaCl solution was applied at 0.2 mL/min; 0.3 M NaCl 
solution was used because it is known to completely inhibit water-sensitive responses in the pharyngeal region. For 
oral stimulation, DW, NaCl solution, or umami solution was applied at the same infusion rate. For NaCl and umami 
solution, the concentrations of sodium ion used were 6 mM, 40 mM, or 240 mM. The concentration of sodium ion 
was varied to observe effects on swallowing behaviors. During pharyngeal 0.3 M NaCl or DW stimulation, a wide 
variation in swallowing intervals was seen among the subjects. The mean swallowing interval was significantly 
shorter during DW stimulation compared with 0.3 M NaCl stimulation. The longer the swallowing interval with 
infusion of 0.3 M NaCl solution, the stronger the facilitation of swallowing by DW stimulation. During oral taste 
stimulation, swallowing interval for umami solution was significantly shorter in a concentration-dependent manner, but 
this was not the case for NaCl solution. Subjects were then divided into three groups depending on the swallowing 
interval during 0.3 M NaCl pharyngeal stimulation, high (< 7s), middle (7-11s), or low (> 11s) performance groups. 
Only middle group exhibited concentration-dependent facilitation by umami stimulation. In addition, the facilitatory 
effect was different between oral and pharyngeal stimulation, in that there was no significant relationship between 
the swallowing interval and facilitatory effect with umami solution applied to the oral region. The current results 
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demonstrated facilitatory effects of umami solution applied to the oral region on swallowing behaviors but the effect 
was not just summative on the swallowing center and the nature of taste inputs on the swallowing network should be 
discussed.

抄録　味覚刺激が嚥下運動にどのような変化を与えるかについて調べることを目的として，異なる濃度

の塩味またはうま味溶液を口腔内に微量注入した時の随意性嚥下運動を記録した．健常成人29名を対

象として，出来るだけ早く繰り返し嚥下するよう指示し，その際に咽頭または口腔への溶液刺激（0.2 

mL/min）を与えた．咽頭への溶液刺激は蒸留水または0.3 M NaCl溶液とし，口腔への溶液刺激は蒸留水

または３種類の Naイオン濃度（6 mM，40 mM，240 mM）のうま味溶液（モル濃度比２対１のグルタ

ミン酸ナトリウムとイノシン酸ナトリウム混合溶液），うま味溶液と同濃度の Naイオンを含む NaCl溶液

とした．測定開始後４から９回目までの各嚥下間の平均時間を嚥下間隔時間として各条件間で比較した．

NaCl溶液，蒸留水いずれの咽頭刺激においても嚥下間隔時間の顕著な個人差が認められた．NaCl溶液刺

激時の嚥下間隔時間は蒸留水よりも有意に長く，咽頭の水受容器による嚥下反射誘発促進効果，NaCl溶

液による水受容器応答の抑制が確認された．さらに NaCl溶液刺激時の嚥下間隔時間が長い被験者ほど蒸

留水刺激による随意性嚥下の促進効果が高かった．一方，口腔への溶液刺激では，うま味溶液刺激時のみ

蒸留水に対して有意な短縮を認めた．随意性嚥下能力の高い順から上位群，中位群，下位群ごとに嚥下間

隔時間の変化を調べたところ，上位群，下位群では各溶液の濃度の違いによる有意な差は認められなかっ

たのに対して，中位群のみ溶液濃度が高くなるに従って嚥下間隔時間の短縮を認めた．以上の結果は，中

位群におけるうま味成分がもつ随意性嚥下への促進効果を示唆するものである．随意性嚥下誘発能力の個

人差をもとに，末梢入力に対する嚥下運動誘発の時間間隔を比較したところ，咽頭刺激時とは異なってい

たことから，口腔への味覚刺激がもつ嚥下中枢への効果は単なる加重効果として捉えられず，その効果の

作用機序の理解に向けてはさらなる議論が必要である．

キーワード：随意性嚥下，塩味，うま味，味溶液

Ⅰ．緒　　言

　嚥下は，口腔内に取り込んだ食物あるいは唾液などの

分泌物を口腔から咽頭，食道を経て胃にまで移送する消

化管活動のひとつである．嚥下の誘発は，随意性，反射

性いずれでも可能であることから歩行，呼吸，咀嚼など

と同様に半自働運動であるといえる 1, 2）．このうち，嚥

下反射を引き起こす末梢刺激としては咽頭・喉頭などへ

の機械刺激や化学刺激などがある 2）．また，刺激様式に

よっては，化学刺激が侵害性である場合，嚥下反射の誘

発を抑制することがある 3, 4）．咽頭・喉頭部の感覚受容

器，ことに機械受容器の密度は口腔のそれらに比べると

はるかに小さいにも関わらず，刺激を認知しない強さの

刺激であっても嚥下反射は効果的に引き起こされる．嚥

下運動の開始やその筋活動パターンを制御しているのは

脳幹延髄に局在する嚥下のパターン発生器であるとされ

る 5）．いずれの入力も延髄の孤束核に入り，嚥下中枢を

賦活化することによって一連の嚥下運動が営まれる．

　咽頭・喉頭への刺激は容易に嚥下反射を誘発するのに

対して，三叉神経領域への刺激や味覚刺激のみでは嚥下

反射を直接誘発することは難しい．Cheeら 6）は健常被

験者を対象に４基本味の味溶液嚥下時の嚥下運動の違い

を検証し，一口量は苦味溶液嚥下時において有意に多く

なるのに対して，１秒間に嚥下する溶液の量はいずれの

味溶液も水よりも少ないと報告している．さらに，嚥下

間隔時間を比較すると，苦味溶液嚥下時の間隔時間が最

も長く，水では最も短いという．Mistryら 7）は，健常

被験者に味溶液を10分間に200 mL摂取させた時の経頭

蓋磁気刺激に対する咽頭誘発筋電位の変化を水，甘味

溶液，苦味溶液で比較し，水刺激に比べて味溶液刺激で

はその振幅が減少するという．これらの結果は，味溶液

刺激が脳幹にもたらす効果ではなく，上位脳を介した嚥

下運動に影響を与えることを示唆する．我々は，過去の

報告において，口腔への味溶液刺激がもたらす随意性嚥

下への効果について検証した 8）．健常被験者を対象とし

て，様々な味溶液を口腔内に微量注入した時の随意性嚥



顎機能誌20：106－114，2014108 口腔への味溶液刺激がもたらす随意性嚥下への効果 109

下の間隔時間を比較したところ，コントロールである蒸

留水に対して，５基本味すべてにおいて嚥下間隔時間が

短縮した．この結果は，味溶液がもたらす随意性嚥下へ

の促進効果を示唆している．本研究では，味溶液の中で

も塩味とうま味に着目することとした．塩味感覚はアミ

ロライド感受性および非感受性の Naイオンチャネルを

介して発現し，うま味感覚はうま味物質に含まれるグル

タミン酸の GTP結合タンパク質共役受容体を介した反

応系が関わっている 9）．このうち，うま味溶液であるグ

ルタミン酸ナトリウムおよびイノシン酸ナトリウム溶液

には Naイオンが含まれていることから，うま味溶液刺

激による随意性嚥下への効果は Naイオンとうま味物質

そのものの両者が考えられる．この点では，うま味溶液

刺激のほうが塩味溶液刺激よりも味覚刺激としての効果

が高く，結果として嚥下運動への効果も高いと予想され

る．本研究では，両者を口腔内に微量注入した際の随意

性嚥下の間隔時間を調べることによって，味溶液刺激が

もつ嚥下運動の促進効果の作用機序の一端を知ることと

した．

Ⅱ．研究方法

１．被験者

　被験者として，全身と摂食機能に臨床的な異常を認め

ない健常成人29名（男性12名，女性17名，平均年齢29

±４歳，23－45歳）を選択した．被験者には実験の主

旨を十分に説明した上で同意を得た．本研究は新潟大学

歯学部倫理委員会による承認を受け実施した．

２．記録内容

　嚥下の指標のために，舌骨上筋群表面筋電図

（electromyography, EMG）， 頸 部 イ ン ピ ー ダ ン ス

（electroglottography, EGG）記録を行った．EMG記

録のために，左側顎二腹筋前腹相当部に電極間距離20 

mmとなるよう表面電極（NT-211u, NT-212u，日本光

電社製）を貼付した．EGG記録のために，甲状軟骨

レベルに頸部インピーダンスセンサ（Laryngograph，

Laryngograph® Ltd社製，London, UK）を装着した．

３．刺激溶液

　口腔への刺激溶液として，蒸留水，うま味溶液（モ

ル濃度比２対１のグルタミン酸ナトリウム溶液とイノ

シン酸ナトリウム溶液の混合液），うま味溶液と同濃度

の Naイオンを含む塩味（NaCl）溶液を選択した．うま

味溶液，NaCl溶液ともに Naイオンの濃度は6 mM，40 

mM，240 mMとした．

　咽頭には水受容器が存在し，同部への微量水刺激に

よって嚥下運動が有意に促進されることが，ヒト，ウサ

ギなどで報告されている 10-12）．一方，Clイオンは水受容

器の応答を抑制し，それは0.3 M NaCl溶液において最

も効果的であるという 12）．本研究では，始めに，随意性

嚥下能力には健常者においてさえ大きな個人差があるこ

とを確かめるために，咽頭への刺激溶液として蒸留水な

らびに0.3 M NaCl溶液を用意した．なお，溶液の温度

は室温として，実験室内の温度は24から26度に保つよ

うにした．

４．実験手順

　被験者にはフランクフルト平面を床と平行になるよう

にヘッドレスト付チェア上に座ってもらい，楽な姿勢を

とらせた．経口的に外径１mmのシリコンチューブを挿

入し，先端を下顎切歯切縁から2 cmもしくは12 cmの

位置に固定した．それぞれは口腔および咽頭への溶液刺

激に用いた（図１）．

　最初に，咽頭への溶液刺激時の随意性嚥下を記録し

た．被験者は合図とともに，なるべく早く随意性嚥下を

繰り返すよう指示し，嚥下回数が10回となるまで続け

させた．この間，蒸留水または0.3 M NaCl溶液を注入

速度0.2 mL/minにて注入した．それぞれの溶液刺激間

には２分間以上の休息を与えた．

　この後口腔刺激を行った．被験者への指示は，咽頭

図１ 実験模式図
EMG，筋電図；EGG，グロトグラフ

Fig. 1 Experimental schema
EMG, electromyography; EGG, electroglottography
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への溶液刺激時同様なるべく早く随意性嚥下を繰り返

すものとし，嚥下回数が10回となるまで続けられた．

この間，いずれかの味溶液または蒸留水を注入速度0.2 

mL/minにて注入した．それぞれの溶液刺激間には２分

間以上の休息を与えた．

５．解析

　各筋電図記録は生体アンプ（AB-601G，日本光

電社製）にて増幅後，ADコンバータ（PowerLab，

ADInstruments社製，Australia）を介してサンプリン

グ速度2 kHzでパーソナルコンピュータに取り込み，波

形解析ソフト（LabChart6 Pro，ADInstruments社製，

Australia）を用いて分析を行った．

　初めに筋電図波形を全波整流，51ポイント幅にて平

滑処理を行った．各嚥下時バーストのピークを嚥下記録

の指標とした．測定開始直後の口腔・咽頭内の唾液残留

などが与える嚥下運動誘発への影響を勘案して，４回目

から９回目の各嚥下間隔時間の平均値を求めて，これを

各試行における嚥下間隔時間（Swallowing Interval, SI）

とした（図２）．

　咽頭への蒸留水刺激は，水受容器による応答を活性

化して嚥下反射を誘発しやすくなること，0.3 M NaCl

溶液は NaCl（Clイオン）による水受容器に対する抑制

効果として捉えられる 13, 14）ことを利用して，咽頭への

蒸留水ならびに 0.3 M NaCl溶液刺激時の SIの差を水

受容器による嚥下の促進効果（pharyngeal Facilitatory 

Effect, FEp）として，被験者ごとに求めた．さらに，口

腔への各味溶液刺激時の SIを咽頭への0.3 M NaCl溶液

刺激時の SIから引いた値を口腔への味溶液刺激に伴う

嚥下の促進効果（oral Facilitatory Effect, FEo）として

求めた．また，咽頭への0.3 M NaCl溶液刺激時の SIの

値をもとに，随意性嚥下能力を，SIが７秒未満の上位

群，７秒以上11秒未満を中位群，11秒以上を下位群に

分けて，それぞれの群ごとに SIならびに FEp，FEoの

平均を求めた．

　統計解析には，Sigmaplot12（HULINKS Inc.）を用いた．

群間比較に際しては，Paired t testもしくは Repeated 

measures one-way ANOVAを用いた．いずれも5％を

有意水準とした．

図２ 咽頭への蒸留水刺激時の随意性嚥下記録例
記録開始から４回目から９回目の嚥下間隔時間の平均値（（a+b+c+d+e）／5）を求めて，各記録時の嚥
下間隔時間（swallowing interval, SI）とした．

Fig. 2 Example of electromyographic and electroglottographic recordings during swallowing distilled water 
at a rate of 0.2 mL/min
Mean of five following continuous swallowing intervals (4-9 intervals) was calculated as the swallowing 
interval (SI) in each case.
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Ⅲ．結　　果

１．咽頭刺激

　咽頭の蒸留水刺激時と0.3 M NaCl溶液刺激時の SIを

比較したところ，蒸留水刺激時の SIが有意に小さかっ

た（図３Ａ）ことに加えて，それぞれの値には個人差が

認められた（図３Ｂ）．両者の値を比較したところ，過

去の報告にあるように 8），溶液刺激量を極力少なくした

本実験手法を考えると，これは，0.3 M NaCl溶液がも

たらす水受容器の抑制と捉えられた．両者の値には高い

正の相関が認められた（図３Ｂ）．

　各群ごとに SIならびに FEpの平均を求めたところ，

上位群（11名）はそれぞれ5.4±0.3秒と0.9±0.3秒，中

位群（14名）は9.4±0.3秒と1.6±0.5秒，下位群（４名）

は13.5±0.9秒と3.6±0.8秒であった．さらに，中枢性

嚥下能力の指標である咽頭への0.3 M NaCl溶液刺激時

の SIと蒸留水刺激による促進効果である FEpの平均値

の関係を調べたところ，有意な正の相関を認めた（図

４）．

図３ 蒸留水および0.3 M NaCl溶液注入時の SIの比較
A：蒸留水刺激時の SI（7.2± 0.7秒）は 0.3 M 
NaCl溶液刺激時の SI（8.8±0.8秒）に比較して
有意に小さかった（いずれも n=29）．
B：蒸留水および0.3 M NaCl溶液刺激時の SIに
は有意な正の相関が認められた．

Fig. 3 Effect of distilled water and NaCl solution on the 
swallowing interval
A: The swallowing interval during distilled water 
stimulation (7.2±0.7 sec, n=29) was significantly 
shorter than NaCl solution (8.8±0.8 sec, n=29).
B: There was a linear relationship of swallowing 
intervals between distilled water and NaCl 
solution.

図４ 随意性嚥下能力と咽頭への蒸留水刺激による促進
効果の相関
随意性嚥下能力の低い群では，蒸留水刺激による
促進効果が高かった．

Fig. 4 Relationship between potential of voluntary 
swallow and NaCl effect. There was a linear 
relationship between swallowing interval 
with infusion of NaCl solution and pharyngeal 
facilitatory effect of distilled water: The longer 
the swallowing interval with NaCl solution 
infusion was, the stronger was the water effect.

２．口腔刺激

　口腔への各味溶液刺激時の SIの変化を比較したとこ

ろ，ことにうま味溶液刺激時では，Naイオン濃度依存

性に SIが短縮した（図５）．さらに，6 mM，40 mMの

Naイオン濃度の溶液注入時の SIは，うま味溶液と塩味

溶液刺激時の間に有意差を認めた．咽頭への溶液刺激

同様に，個人の中枢性嚥下能力の違いによって，口腔へ

の味溶液刺激による嚥下誘発の変調効果に個人差が認め

られる可能性があることから，上位群，中位群，下位群

ごとに各味溶液刺激時の SIを求めた（図６）．嚥下誘発

能力が高い上位群，低い下位群では各溶液の濃度の違い

による有意な差は認めらなかったのに対して，中位群で

は，うま味溶液刺激において Naイオン濃度依存性に SI

が短縮し，一番濃い Naイオン濃度において蒸留水刺激

時と比べて有意差が認められた．

　さらに，中枢性嚥下能力を示す咽頭への0.3 M NaCl

溶液刺激時の SIと口腔への味溶液刺激時の SIとの差で

ある FEoを調べたところ，上位群（11名）は0.8±0.2

秒，中位群（14名）は2.7±0.6秒，下位群（４名）は1.8

±1.3秒となり，咽頭刺激時の関係とは異なり，両者の

間に相関関係は認めなかった（図７）．



顎機能誌20：106－114，2014110 口腔への味溶液刺激がもたらす随意性嚥下への効果 111

図５ Naイオン濃度の違いによる SIの変化
うま味溶液刺激時には Naイオン濃度依存性に SIの
短縮が認められ，さらに6 mM，40 mMでは NaCl溶
液との間に有意差があった．
＊P<0.05；†P<0.05，††P<0.01うま味溶液 vs NaCl
溶液．

Fig. 5 Effect of sodium ions on the swallowing interval
The higher the concentration of sodium ion was, the 
stronger was the pharyngeal facilitatory effect in the 
case of Umami solution. In 6 mM and 40 mM, there 
was also a significant difference between NaCl and 
Umami solution. ＊P<0.05; †P<0.05,†† P<0.01 Umami 
vs NaCl solution.

図６ 随意性嚥下能力と口腔への味溶液刺激による促進効果の関係
中位群において，うま味溶液刺激時には Naイオン濃度依存性の SIの短縮が認められた．

Fig. 6 Effect of sodium ions on the swallowing interval in each group
Only in middle group, the higher the concentration of sodium ion was, the stronger was 
the oral facilitatory effect.

図７ 随意性嚥下能力と口腔への味溶液刺激による促進効果
の相関
随意性嚥下能力（横軸）とうま味溶液（240 mM Na
イオン含有うま味溶液）刺激による促進効果には関連
が認められなかった．

Fig. 7 Relationship between potential of voluntary swallow 
and taste (Umami) effect
There was no relationship between swallowing 
interval with infusion of NaCl solution applied to the 
phaynx and oral facilitatory effect of Umami solution.
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Ⅳ．考　　察

　本研究では，味物質であるうま味溶液と塩味溶液を用

いて，これらを口腔内に微量注入した際に随意性嚥下間

隔時間にどのような変化を与えるかについて，健常若年

者を対象として検証した．その結果，うま味溶液刺激に

おいて，濃度依存性に嚥下間隔時間は短縮を示した．ま

た，同濃度の Naイオンを含む溶液刺激時の嚥下間隔時

間を比較すると，高い Naイオン濃度の溶液以外ではう

ま味溶液刺激の方が塩味溶液刺激時よりその値が小さ

く，随意性嚥下をより促進するという結果が得られた．

１．実験方法について

　本研究では，咽頭刺激，口腔刺激のために，それぞ

れ切歯から12 cm，2 cmの部位にチューブ先端を留置

した．そして，口腔においては味覚の違いを対象とした

顔面神経鼓索神経への刺激，咽頭においては水受容器へ

の刺激と抑制として用いた．しかし，いずれの刺激にお

いてもチューブや溶液自身による口腔や咽頭への機械刺

激の可能性も考慮しなければならない．すなわち，口腔

においては機械刺激による三叉神経への刺激，咽頭にお

いては機械刺激による三叉神経，舌咽神経，上喉頭神経

への刺激，味溶液刺激としての上喉頭神経への刺激であ

る．しかし，結果に示されるように，口腔へ注入した味

溶液の蒸留水に対する効果の違いは明らかであったこと

は，少なくともこの部位の味細胞への効果は明らかであ

ると考えられる．さらに咽頭へ注入した NaCl溶液につ

いては，過去の報告に従いいずれの被験者もチューブ先

端は味を感じない部位に留置されていたことから，味覚

への影響は極力抑えられていたと考えてよい 8）．安静時

唾液分泌量に近い0.2 mL/minという刺激量を考えると，

本研究で用いた実験方法は目的のために適切であったと

思われた．

２．嚥下能力の個人差

　本研究では，随意性嚥下の誘発能力を評価するため

に，嚥下間隔時間を計測した．コントロールとして，咽

頭への0.3 M NaCl溶液の微量刺激（0.2 mL/min）とい

う手法を用いた．この手法は，過去の報告により，機械

的刺激や水受容器への刺激を極力抑えることが期待され

る 12）．その結果，これまでの報告にあるように，健常被

験者であっても嚥下間隔時間には大きな個人差が存在し

ていた．

　随意性嚥下誘発能力の差が何を意味しているかについ

てはこれまでのところ明らかにされていない．健常被験

者を対象として，随意性嚥下と反射性嚥下の回数を比較

し，有意な正の相関を得たことから，個人の嚥下運動誘

発能力は，共通する脳幹延髄の神経回路に依存すると示

唆する報告がある 15）．過去の研究により，随意性嚥下能

力が高い者は，末梢入力による嚥下運動誘発の変調はみ

られにくく，中枢性入力に対する代償効果が乏しいこと

が報告されている 12-14）が，今回の結果はこれらを支持し

ていた．すなわち，嚥下間隔時間が短い者は，感覚受容

の大小に左右されにくく，随意性嚥下に関与する上位か

らの入力によって引き起こされる嚥下誘発の能力に依存

していたということである．

　一方，本研究では，嚥下中枢の活動性やその活性化に

関する閾値レベルの個人差については決定できるもので

はなかった．嚥下間隔時間が長い者は，通常から末梢の

入力を受けておらず，安静時の活動量が低いかも知れな

いし，もしくは上位中枢からの入力による嚥下中枢の活

性化の閾値レベルが高いことによって，嚥下運動の発現

に時間を要するかもしれないからである 14）．いずれにし

ても，これらの個人差は，適切な末梢感覚入力によって

小さくなることから，感覚入力のもつ補償作用が期待さ

れる．

３．口腔への味覚刺激がもたらす随意性嚥下への効果

　本研究においては，嚥下間隔時間を指標として，被験

者を上位群，中位群，下位群に分けた．これらの違いが

口腔刺激に対しても同様に表れるものと期待した．すな

わち，口腔刺激によって随意性嚥下に何らかの変調効果

がもたらされ，さらにその効果が被験者ごとに異なった

場合，その違いは，個人がもつ中枢性嚥下誘発能力に依

存するものではないかというものである．また，味溶液

の中に同じ Naイオンを含む塩味溶液とうま味溶液を用

いることによって，これらの味溶液に随意性嚥下に対す

る何らかの促進効果が認められるのか，またその効果に

差があるかないかについても調べた．

　本研究では，うま味溶液刺激時のみ，低濃度溶液で

も随意性嚥下への促進効果を示した．さらに，その効

果は中位群のみにおいて濃度依存性の有意差を示したも

のの，上位群や下位群においては著明な変化を来たさな

かった．また，有意な促進を示した中位群においても，

最も濃い濃度（240 mMの Na含有うま味溶液）のとき

でさえ，嚥下間隔時間は上位群にはおよばなかった．

　口腔への味覚刺激のみでは嚥下反射を誘発しない．こ

れまでのところ，随意性嚥下に対する味覚刺激の効果を

調べたいくつかの研究結果が報告されている 6, 7）．しか

し，それらのすべては，大量の味溶液を飲ませている．
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Cheeらは，健常被験者を対象に４基本味の味溶液嚥下

時の嚥下運動の違いを検証し，嚥下間隔時間は苦味溶液

嚥下時が水に比較して有意に長いとしている 6）が，化学

刺激に対する上位中枢への影響は注意を払う必要がある

だろう．例えば，口腔咽頭への温熱刺激は TRPV1チャ

ネルを活性化することで嚥下反射を誘発することが示唆

されている 16）が，刺激量が上がることによって侵害性

刺激となり，むしろ咳嗽反射を招くなど，相反する応答

が出る可能性が示唆されている．一方，口腔内への低閾

値刺激によって引き起こされる開口反射は咀嚼中に強い

抑制を示すが，刺激強さを増すことによってこれらの抑

制は認められなくなる 17）．

　さらに，今回の結果は，うま味溶液刺激による嚥下

促進効果が Naではなく，うま味成分そのものにあった

ことを示唆している．我々の過去の報告では，口腔へ

の５基本味すべての味溶液刺激において随意性嚥下が有

意に促進された 8）．この違いの原因については刺激溶液

の Naイオン濃度の違いが考えられる．我々の過去の報

告では，Naイオン濃度を0.3 Mとしたのに対して，今

回は，段階的に0.006 M，0.04 M，0.24 Mの Naイオン

濃度を有する各溶液を用いた．その結果，全体として塩

味溶液については十分な促進効果を得られなかったので

はないかと考えられた．コントロールとして行った口腔

への蒸留水刺激時の随意性嚥下間隔時間については，過

去の我々の報告と今回の結果との間で違いが認められな

かったことは，被験者の選定に大きな違いはなかったこ

とを示唆している．

　口腔への味溶液刺激に対する随意性嚥下の変調効果

を調べたところ，上位，中位，下位群への変調効果が

一定の傾向を示すものではなかった．上位群において，

味溶液刺激が変調効果を示さなかった理由として，0.2 

mL/minという溶液刺激時が，すでに随意性嚥下を促進

する十分な感覚刺激になっていた可能性があるというこ

とである．これは上位群における口腔への蒸留水刺激時

の嚥下間隔時間が咽頭へのものと差がなかったことから

十分に予想できる．これに対して，下位群において差が

認められなかったことから，少なくとも，味覚入力が嚥

下中枢に直接作用するのではなく 18, 19），ことに上位から

の入力に対して何らかの補償作用をもつことが示唆され

る．すなわち，味覚刺激は嚥下中枢の活性化レベルを変

えるのではなく，嚥下中枢への入力作用を変調させるこ

とによってのみ，何らかの補償作用をもつのかも知れな

い．いずれにしても今回の結果のみでは結論を得るには

至らなかった．

　末梢における味溶液の刺激部位が効果的であったかど

うかについても考えなければいけない．本研究による味

溶液刺激の受容は主に舌上にある味細胞によって行われ

たと考えられる．丸山らは，健常被験者を対象に，舌に

おける味覚応答を５基本味で調べた結果，塩味について

は舌上のすべての部位に受容されていたのに対して，う

ま味については舌縁後方の葉状乳頭領域に限局していた

という 20）．今回，口腔への溶液刺激に用いたチューブ先

端は舌中央部にあり，そのことは味溶液が舌全体に広ま

らなかったこと，また，うま味溶液の受容部位に効果的

に作用しなかったかも知れないことを考えるべきであろ

う．今後に向けた実験方法への課題である．

Ⅴ．結　　論

　健常若年者において，随意性嚥下に対する口腔への

味溶液刺激効果を同濃度の Naイオンをもつうま味溶液

と塩味溶液で調べたところ，うま味溶液では，低濃度の

Naイオンを含む溶液でも促進効果が認められたことか

ら，口腔への味溶液刺激が随意性嚥下を促進することが

示唆された．口腔への味溶液刺激が随意性嚥下に対する

補償効果をもつ可能性がある一方で，すべての被験者に

その効果があるわけではないことから，味溶液刺激の効

果は，単なる嚥下中枢への加重効果ではないことが示唆

された．
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